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.一、

「

国
家
資
本
主
義」

の
再
検
討

近
年
、「

帝
国
主
義
支
配
か
ら
離
脱
す
る
自
主
的
な
経
済
発
展
へ
の
道
を
国
家
資
本
主
義
の
方
策
と
結
び

-つ
け
て
、：
そ
の
讓
性
n
前
む
き
の 

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
と
す
る
試
み1_
.が
な
さ
れ
て
.い
る
が
、
そ
の
ー
人
尾
崎
彦
朔
氏.は「

斯

pi
'Il
'j
i

^'
^
か
！
於
^
:か
を
.
I

ト

か

 

と
し
て
勤
労
者
の
新
た
な
階
級
的
指
導
権
を
創
出
す
か^'
能

1̂^'
务
ぅ
&
斯
咏
^'
.
勝
と
わ
か
も
か
Lr
と)

の
稹
極
的
な
見
解
を
打
ち
出
し
て
お
ら 

れ
る
。
そ
の
論
旨
に
ょ
れ
ば
、
、
国
家
資
本
主
義
と
は
国
の
経
済
_に
対
す
る
直
接
的
参
加
、
な
か
ん
ず
く
国
有
財
産
に
基
礎
を
お
く
一

 
定
の
社
会 

関
係
で
あ
り
、
か
つ
一
定
の
歴
史
的
条
件
の
も
と
に
お
け
る
資
本
主
義
的
所
有
制
の
特
殊
形
態
で
綠

M」

と
し
た
上
で
.、
そ

の

"
 

を
、
.帝
国
主
義
に
従
属
す
る
新
興
国
家
の
当
面
す
る
矛
盾

——
「

お
く
れ
た
従
属
的
経
済
の
性
格
と
急
速
な
自
立
的
経
済
発
展
の
要
求
と
の
間
の 

矛
盾
ノ
発
達
し
つ
つ
あ̂
資
本
主
義
的
諸
_
係
と
、
帝
国
主
義
に
従
属
し
た
ー
般
的
経
済
的
後
進
性
と
の
間
の
^§
_」

■

——

の〃克肢方策に
 

來
め
る
。

「

経
済
自
立
化
に
対
か
s '

4

6

系
於i

r

 

i

迄

i

か
か
抱
奮
客
か
ミ
で
务
ぐ
か
か
昏
.

^

®:
?
!:
、

帝
国
主
義 

が
.こ
れ
ら
の
国
に
お
け.る
自
己
の
位
置
を
復
活
維
持
し
よ
う
と.す
る
激
し
い
闘
.争
を
行
，っ
て
い
る
事
情
の
中
で
は
、
当
面
の
課
題
よ
、
k'
^'
4
#'

と
し
て
国
内
市
場
を
開
発
し
国
民
の
生
活
水
準
を
引
ト
か
か
か
と
い
う
か
^

か
い
で
ニ
^

^

る
ド
入
傍
点
引
用
者
丫
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て「

新 

興
国
は…

…

国
民
経
済
西
編
成
と
発
展
の
た
め
に
、
お
く
れ
た
複
合
的
•
な
経
済
構
成
を
先
進
的
な
構
成
へ
統
一
し
よ
う
と
目
指
す
も
の
で
あ
る」 

が

.そ
れ
は「

体
制
的
離
脱
以
外
に
逃
れ
る
こ
と
が
.で
き
な
い」

。
そ
の
た
め
.に

は「

国
民
経
済
形
成
、
発
展
の
過
程
で
進
行
す
る
か
於
&
办
か 

質
量
の
変
化
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
ぃ」

が
、
.
そ

の「
(

体
制
離
脱 
>
過
程
の
s'
•

か
な
コ-

ハ
^

J«'
n

6

'
r̂
n

p'
4
®'
4

'̂

か

ち

.^'
'
か 

る」

と
。

'
 

.

尾
崎
氏
の
こ
の
一
連
の
論
文
を
貫
ぬ
く
国
家
資
本
主
義
の
把
握
と
そ
の
階
級
的
性
格
及
び
体
制
離
脱

^2

社

会

主

義

経

済

移

行

の
「

一
 

I
創
出
と
の
関
連
の
理
解
に.つ
い
.て
は
、
.1

6

野
明
夫
氏
が
特
に
後
者
に
つ.い
て
鋭
く
批
判
を
む
け
て.お
ら
れ
舞
、
極
め
て
重
要
な
問
題 

を
ふ
く
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
，こ
の
点
の
理
解
に
こ
そ
、：
後
進
国
.に
.お
.け
る
社
会
主
義
経
済
移
行
の
内
在
的
，必
然
性
.
客
観
的
諸
条
件
分
析
の
要
諦 

が
.あ
る
と
同
時
に
I:
に
広
く
1k
.
.̂
資
本
主
義
経
済
の
全
般
的
危
機..
に
.お
け
る
.
.
/
弱
き
環
"
か
ら
の
.移
行

，
の
必
然
性
、

〃
移
行
の
物
質
的
基
礎 

と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義"
の
更
に
体
系
的
な
理
論
的
確
定
の
前
提
を.な
す
も
の
.だ
.か
ら
，で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
焦
点
を
そ
ど
に
お
き
つ 

つ
、
ま
ず
明
快
と
は
言
い
が
た
い
国
家
資
本
主
義
の.理
論
的
•
.特
殊
歴
史
的
規
定
，の
再
検
討
が
ら
近
づ
き
た
い
と
考
え
る
。
 

国
家
資
本
主
義
の
原
理
を
は
じ
め
て
基
礎
づ̂
た
の
は
“
う
ま
で
も
な
く
レ
ー
テ
ン
で
あ
る
タ

「

経
済
学
文
献
全
体
を
通
じ
て
国
家
資
本
主
義
と
言
^

れ
て
い
る
の
は
？
資
本
主
義
制
度
の
も
と
.で
、
B

:家
権
力
が
あ
る
資
本
主
義
企
業
を
直
接
に
自
分
に
従 

厲
さ
せ
て
I

る
ば
あ
し
の
資
本
主
義
の
こ
-と
で
あ
る」

。
し
か
し「

権
力
が
資
本
に
従
属
す
る
社
.会
に
：お
.け
る
爵
家
資
本
主
義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
に
お
け 

る
茵
家
資
本
產
と
は
二
つ
の
ち
が
.っ
た
概
念
で
あ
る
9

資

本

產

I
I

家
に
お
け
る
屬
資
本
主
a：
は
そ
れ
が
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
国
家
に
；よ
っ
て
、
 

ブ
ル
シ
ョ
ア
シー

に
は
有
利
に
フ
ロ

レ
タ
リ
アー

ト
に
は
木
利
な
よ
う
に
統
制
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
こ
と 

.

.が
、
い
ま
な
お
強
力
な
ブ
ル
f

ア
ジ
ー
に
対
抗
し
、
彼
ら
と
'た
：た
.か
う
-
と
を
目
的
と
し
そ
、労
働
者
階
級
の
利
益
0:

た

や

に

な

さ

(

|
^)」

。
'

「

国

家

資

本

主

義 

と
は
集
4

さ
.れ
討
算
さ
れ
統
制
さ
れ
ノ
社
会
化
さ
れ
た
あ
る
’も
が
/

ヤ
あ
る
^

っ
極
度
に
荒
廃
し
た
、

お

く

れ

た

工

業

国

ロ

シ

ア

」

で
、「

如
^'
^'
^'
昏 

か
ら
社
会
主
義
へ
の
直
接
的
移
行
を
実
現
す
る
カ
が
わ
れ
か
れ
に
ま
だ
な
い
か
め
い
、
そ
の
か
ぎ
，り
.で
は
、：，資
本
主
義
は
小
規
模
生
産
と
交
換
と
か
ら
の
自
然 

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義

」

に
つ
，い
て
 

五

三(

i

ミ



.

.
発
生
的
な
産
物
で
：ぁ
る
こ
と
：を
ぁ
る
程
度
ま
ぬ
が
れ
ず
、'
名
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ゎ
れ
ゎ
s

^'

和A

象
^'

和
免
ぬ
^
^

環
と
.し
て
、
生
産
力
を
高
め
る
手
段
、.道
、.や
り
が
た
、.
方
法
と
し
て
、：利
斯
い
か
小
か
ぬ
.か
ib
'
蹄3

)
J。

「

い
ま
ロ
シ
テ
で
は
ま
さ
に
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
資
本 

主
義
が
優
■

き

が
、

t 

 ̂

 ̂

『

物
資
の
生
産
と
分
配 

に
た
い
す
る
全
人
民
的
な
記
帳
と
統
制』

と
呼
ば
れ
るi

.
l

 6

牝
阶i

を
経
由
し
て
道
が
通
じ
て
い
る
の
で(

I

び)」

。
'

「

国
家
資
本
主
義
は
も
っ
と
た
し
か
な
!: 

を
通
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
社
会
主
義
に
導
い
て
く
れ
る
で
あ
み
う
。

国
家
.の
秩
序
を
、
小
所
有
者
的
無
政
府
性
に
対
抗
し
て
ま
も
る
こ
と
を
学
び
、
又
全
国
家
^
 

な
生
活
の
組
織
を
、
国
家
資
本
主
義
の
上
に
整
備
す
る
•£

と
を
学
ん
だ
労
働
者
•階
級
ば
、
あ
ら
ゆ
る
切
り
札
を
，も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
の 

強
化
は
確
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。：
.
•国
家
資
本
主
義
は
わ
れ
'わ
れ
の
現
在
の
経
済
ょ
り
も
経
見
的
に
い
っ
て
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
.高
度
な
も
の
で
c
g?»
L」

。
 

「

ゎ
が
国
の
ぉ
会
は
資
本
主
義
かi
をかかたが、まだ斯
いぃ

^

於
に
か
ツ
。
い
^f

ぃ
'̂

会
で
ぁ
る
が
、

-'

か
^
务
わ
略
备
い
で
い
か
か
ル
ブ
ル
ジ 

■

ョ
ア

ジ
ー
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
で
あ
る
。
わ

れ

わ

れ

が

『

国
家』

.と
い
う
と
き
、

そ
の
国
家
と
は
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ

7

1

ト 

の
A' '
v
_

と
で
：あ
り
労
響
階
級
の
前
衛
の
こ
と
で
.：あ
る
：と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
理
解
し
な
け
れ
ば

.な
ら
な
い
。
固
囊
本
主
義
と
は
、
.わ
れ
わ
れ
が
乾 

を
く
わ
え
る
こ

と
が
で
き
、
そ

の
限
界
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

ょ
う
な
賢
か
ち
の
こ

と
で
あ
る
。…

…

そ
し
て
こ
の
国
家
資
本
主
義
が
ど
う
い
う
も
の
に

な
る
か
.は
、
わ
れ
わ
れ
に
か
か
っ
て
.い
?1

こ
と
に
な
る
0

(

傍
点
引
用
者)

。

;

..
 

•
• 

■ 

-

.

確
認
さ
れ
る

へ
き
こ
と
は
、

Q

レ
丨
-

1

ン
は
国
家
資
本
主
義
を
い
わ
ば
論
理
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
'て
い
'る
こ
と(

"国
家
権
力
が
あ
る
資
本
主 

義
企
業
を
直
接
に
诌
分
に
従
属
さ
せ
て
>

る
ば
あ
い
の
資
本
主
義
")

、
従
っ
て
国
家
権
カ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I

に
あ
る
ば
あ
い
の
そ
れ
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア 

丨
ト
の
そ
れ
と
は「

一
一
つ
の
違
っ
た
概
念
で
レ
か」

の
で
あ
っ
て
、
⑵
そ

の

存
在
形
態
は
当
然
歴
史
的
•
個
別
的
に
様
々
の
制
約
を
う
け
る
が

、
 

根
本
的
に
は
国
家
権
力
の
違
い
に
決
定
的
な
相
一
連
の
指
標
が
あ
る
こ
と
、
⑶
旧
ロ
シ
ア
は「

極
度
に
荒
廃
し
た
、
お
く
れ
た
工
業
国
で
、
そ
れ
.自 

体

"

日
々
資
本
主
義
を
う
み
出
す
〃「

小
ブ
.ル
ジ
ョ
ア
的
な
資
本
主
義
が
優
勢
で
あ
る」

か
ら
こ
そ
、

そ

の「

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自

然

成
長
性

を
 

と
ど
め
る」

と
同
時
に
、
他
方
生
産
カ
の
発
展
は
お
し
す
す
め
る
こ
と
の
で
雜
认
国
家
資
本
主
義
と
い
う
形
で
、
資
本
主
義
を
利
服
ぴ)

、

「

プ
ロ 

レ
タ
リ
ア
ー
ト
狃
裁
と
並
存
さ
せ
た」

の
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
こ
こ
で
国
家
資
本
主
義
が
後
進
性
揚
棄
の
手
段
と
し
て
援
用
さ
れ
た
の
は
、

⑷
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
I

ト
の
国
家
権
力
の
下
で
、

"

枠
に
は
め
こ
む
こ
と
が
で
き
る
"

も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
た
か
ら
で
t

こ
と
、
と
考
え
ら
れ 

る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
未
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
丨

ト

の
国
繼
力
が
確
立
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
"

後

進

霞

の

国

囊

奎

義

"
を
取
り

上
げ
て
、
国
家
資
本
主
義
を
論
じ
、
更
I

れ
が
を
奪
ぎ
釔
レ
、

"

一
定
の
限
度
で
進
歩
性
を
持
つ
"

と
か
、
"

勤
I

の
新
た

な
階
級
的
I

f

創
出
す
る
可
能
性
を
培
う
馨
的
な
基
礎
と
な
る
"

と
か
い
う
よ
う
襄
I

無
S

的
に
そ
こ
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
出 

来
る
か
否
か
は
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。

.

よ
り
高
V

狃
占
矛
^
を
獲
得
す
る
た
め
に
独
占
的
支
配
力
の
強
化
の
手
段
と
し
て
、
独
占
体
が(

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I

の)

国
家
権
力
と
憲
着
•
灶ロ 

合

づ

る
/
先
進
資
本
主
菌
"

の
国
家
独
占
資
本
主
義
に
対
し
て
、
そ
れ
.は
い
か
な
る
い
み
で
〃
层
資
本
主
義
"
で
あ
り
、

何
故
に.

r

独
占
資 

本
主
義
の
段
階
お
よ
び
国
家
独
占
資
本
主
義
の
局
面
を
通
過
す
る
こ
.と
な
し
に
社
会
主
義
に
到
達
す
る
可
能
性
を
も
つ
よ
う
に
な(

さ

)」

の
か
、
 

充
分
な
論
理
的
瓶
証
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

(

1)

' 

馬
崎
彦
朔「

後
進
周
に
お
け
る
讓
資
本
主
義」

経
済
学
雑
誌
、
第
四
八
卷
第
一
‘ 

二
号
、

一
九
六
三
年
ニ
月
、
.一
§

頁
。(

尾
崎
論
文
I)

(

2)

同

「

国
家
資
本
主
義(

後
進
国)

を
ど
う
把
.え
る
か

」

経
済
学
雑
誌
、
，
第
五
ニ
卷
第
四
号
、
.
一
九
六
五
年

四

1

、
六

六

頁

。

(

同
卩)

？

(

3)

尾
崎
論
文
I

、

一
四
〇
頁。
. 

. 

、

.

(

4)

同
：
 

一
三
九
頁
。
 

.

(

5)

尾
崎
論
文
P

、

七
三
頁
。
 

.

(

6)

同 

七
六
頁
。
 

.

：

:.

(

7

r

尾
崎
論
文
I

、
一
 

三
〇
頁
。

?

)

杉
®S

s

夫

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
■の
階
級
的
性
格」

経
済
学
雑
誌
、
第
五
三
卷
第
三
号
、

一
九
六
四
年
九
月
。

(

9)
「

ロ
シ
ア
共
産
党
第
十
.一
回
大
会」

、一

九
ニ
.一
年】

〇
月
ニ
九
日
、
全
集
第
三
.三
巻
、
二
八
ニ
頁
。

•

(

10)
「

共
産
主
義
ィ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第
三
回
大
会」

、

一■九
—-

ニ
年

六

月
一
三
日
、
全
集
、

.第
三
ニ
巻
、
.五
二
三〜

四
頁
。

1)
「

全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
の
会
議」

：
.一：
九
一
八
年
四
月
ニ
九
日
、
全
集

、
.第一

j

七
巻
、
三
〇
ニ
頁
。

「

後

進

国

に

お

け

る

国

家

資

本

主

義

J

に

つ
い
て 

：
パ

五

五(

七

一
-)



. 

;

.

V
.

五K

 

{七
ニ
9
 

.

12)
「

食
糧
税
に
つ
い
て」

.一

九1
.
1ー：

年
四
月
ニ
.

一

日
.、
全
集
、
第
三
ニ
：巻
、
：：
三
七
八

頁
。

，
 

-
J
t
,
.
. 

§
「『

左
冀
的

』

な
児
戯̂

小
ブ
ル
ジ
：
ョ
ア
挫
に
つ
い
て

」

：
ラ

九「

八
年
五
月
五
日
、
全 

;
14)
.

右

に

同

じ

、
：
三
：四

-*〜

ニ 
頁
。
.
' 

,ン

.ソ 

ノ：
.
：：
':
.

:

.

^ 

^

 

1.

一
 <

1
T
H

一

K
。 

,

16)
「

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
丨
ト
の
独
裁
と
い
う
の
は
、
け
っ
し
て
た
ん
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
丨
を
打
倒
す
る
と

か
、

あ
る
い
は
地
主
を
打
倒
す
る
と

か
い
う
だ
け
の

ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
の
会
議」

‘
一
，
九

一

八

年

四

月

一
一
九
日
、
全
集
、

第
二
七
巻
、

三
〇
ニ
頁
。

.

(

17)
「

小
所
有
者(

=

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
丨)

は
大
地
主
、
凝
緊
を
零
落
さ
せ
、
打
ち
の
め
す
た
め
に
は
す
す
ん
で
わ
れ
わ
れ
を
支
持
す
る
。

そ
の
か
ぎ 

'
り
で
は
旁
働
者
ょ
り
も
革
命
的
で
あ
る
。
丨
し
か
し
そ
れ
は
社
会
主
義
者
と
し
て

ブ
ル
：ジ
.
ョ
ア
ジ

I

の
反
抗
を
粉
碎
し
た
の
ち
、

確
固
と
し
た

労
動
規
律
の

原
貝

に

も

と

て
、
厳
格
な
組
織
の
わ
く
め
中
で
、

正
し
い
統
制
，と
記
帳
と

い
う
条
件
の
も
と
で
、

社
会
主
義
経
済
の
建
設
を
は
じ
め
る

た
，め
に
で
は
な 

く

勝
利
の
成
果
を
少
し
で
も

多
く
取
り
こ
ん
で
、
勤
労
者
全
体
の
全
国
家
的
利
益
や
階
級
の
利
益
に
は
い
っ
さ
い
お
か
ま
い
な
し
に
、
こ
の

成
果
を
自
分
の 

■

た
め
に
自
分
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
で
あ
る」
。
だ
か
ら
.「

小
所
有
者
は1

1

家
資
本
主
義
を
お
そ
れ
て
い
る

」

。
薦

書

、

ニ
九
五
丄
ハ
頁
。

(

18)
「

社
会
主
義
は
、
最
新
の
科
学
の
最
後
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て

き
ず
か
れ
た
大
資
本
主
義
的
技
術
な
し
に
は
、

物
質
の
生
産
と
分
配
に
あ
た
っ
て
、

数
千 

.

人
の
人
々
に
単
一
の
筆
を
厳
守
さ
せ
る
計
画
的
な
国
家
組
織
な
し
に
は

あ
り
え
な
い」

。
.「『

左
翼

的』

な
児
戯
と
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
性
と
に
.つ
い
て」

一
九
一

'
八
年
五
月
五
日
’

全
集
、

第
二
七
巻
、
一
一
一
四.三
頁
。

「

ト
ラ
ス
ト
の
指
導
者
か
ら
学
ぶ
こ

と
な

し
に『

社
盡
義
の
.物
質
的
基
礎』

と
し
て
の
こ
さ
れ
た
文

匕 

を
摂
取
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る」

r

全
ロ
シ
ア
中
央
執
行
委
員
会
の
会
議」

全
集
、
第

一

一
七
巻

、

三
〇
四
頁
。

(

19)

手
島
正
毅「

国
家
資
本
主
義
/

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編「
経
済
学
辞
典」

三
八
四
頁
。

二
、
後
進
国
に
.
お
け
る
国
家
資
本
主
義
と「

非
資
本
主
義
的
発
展j

の

道

.

第
二
次
大
戦
後
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
.の
い
わ
ゆ
る
第
三
段
階
，の
諸
条
件
の
も
と
で
、

一
国
社
会
主
義
と
し
て
発
展
し
た
ソ
ビ
ユ
ト
連
^

の 

他
に
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
東
欧
諸
国
が
社
会
主
義
経
済
を
確
立
：(

資
本
主
義
体
制
離
脱)

し
、
独
立
を
獲
得
し
た
ア
ジ
ア
•

ア
フ
リ
カ
新
_
諸
国
に

/

_

家
資
本
主
義
の
新
し
い
型
"

が
現
わ
れ
た
。
' 
形
態
と
比
重
の
相
違
は
あ
れ
、
〃
国
家
権
力
が
資
本Q

大
部
分
を
所
有
し
、
国
営
、
官
民
合
営
企 

業
を
‘

直

接

間

接

、
言
的
的
に
支
配
し
.て

い

る

資

本

主

義

家

資

本

主

義
"

で
あ
る
。
そ
の
国
家
権
力
の
階
級
的
基
礎
は
民
族
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
ジ
ー

で
あ
る
が
、
そ
の
国
を
後
進
的
性
格
に
導
い
：た
諸
事
情
の
故
に
、
多
か
れ
少
か
れ
外
国
金
融
資
本
の
実
質
的
支
配
の
下
に
組
み
い
れ 

ら
れ
、
対
立
と
同
調
と
い
う
ニ
面
性
を
強
い
ら
れ
て
い
る
.点
で
、
.
後
進
资
本
主
菌
の
本
源
的
蓄
積
期
の
■
そ
れ
と
は
異
な
り
、
又
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的 

権
力
で
あ
っ
て
も
、
自
立
経
済
の
中
で
集
中
、
集
積
し
た
独
占
資
本
に
従
属
•
癒
着
し
たJ

!

家
独
占
資
本
主
f

も
区
別
さ
れ
る
点
で
、
た
し
か 

に
ぎ
し
1

型
と
1

わ
れ
.う

る

，
歴
史
的
要
素
"

を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
.
そ
れ
は
当
面
、
H

.
で
.問
題
提
起
し
た
よ
う
な
意
味
で
、
す
な
わ
ち
そ 

れ
自
体
フ
ル
ジ
ョ

ア
的
権
力
の
基
盤
に
立
ち
な
が
ら
、「

経
済
自
立
化
の
矛
盾」

の
中
で
、
社
会
主
義
経
済
移
行
の
指
導
的
役
割
を
は
た
す
勤
労
者 

の
勢
力
を
不
断
に
自
動
的
に
う
み
だ
す
、
と
い
う
よ
う
な
、
換
言
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
レ
：丨
-'.i

シ
の
規
定
に
よ
る
、
ニ
つ
の
異
っ
た
国
家
資
本 

主
義
の
概
念
が(

プ
P

レ.
タ
リ
ア
権
力
、.
社
会
主
義
経
済
の
下
で
資
本
主
義
.が
存
立
し
.う
る
条
件
と
必
然
性
を
想
起
せ
よ(

前
述)

)

無
媒
介
勺
に
連
続
す
る 

よ
う
な
意
味
に
お
け
る
〃
創
造
的
"

(

丨)

新
様
式
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ー
一
一
ン
は
、
プ
.
ロ
レ
タ
リ
ア
政
権
の
下
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
を
、
 

従
来
の
い
か
な
る
経
済
学
の
文
献
に
も
な
い
も
の
、
と
呼
ん
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
ば
、'
こ

の「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資

本

主

義」

と

い

う

、

レ
I
 

ニ
ン
の
規
定
力
ら
歴
史
的
に
、は
'み
出
し
た
よ
う
な
存
在
を
、
か
え
っ
：：て
：最
も
古
典
的
な
国
家
資
本
主
義
の(

す
な
わ
ち
プ
ロ
権
力
の
下
に
お
げ
る
そ
れ 

よ
り
も
.

)

概
念
を
も
0

て
解
明
し
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
.出
来
る
、
.又
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‘
と
考
え
る
。

そ
の
た
.め
に
は
、

一
方
で
、
か

の「

非
資
本
主
義
.盼
発
展
の
道」

と
い
う
、
国
家
資
本
主
義
を
社
会
主
義
経
済
移
行
の
即
時
的
過
渡
期
と
す
る 

〃
新
し
い
"

構
想
を
集
大
成
し
、
精
密
化
し
た
ア
.
.ソ

ボ

レ

フ
に
代
表
さ
れ
る
^

^)

、
：他
方
で
は
、.
.

「『

国
家
資
本
主
義』

.と
い
う
範
畴
の
も
と
に 

国
家
独
占
資
本
主
義
を
取
り
上
げ
、
生
産
力
■
の
発
展
と
、.
社
会
的
危
機
の
結
果
、
私
的
独
占
体
の
経
済
機
能
が
国
家
の
手
に
移
さ
れ
、
新
し
い 

『

独
自
の
.
経
済
的
甚
礎』

を
獲
得
す
る」

.
と

す

る

.ユ
ー
ゴ

ー
ス
：ラ
ヴ
ィ
ア
の
理
論
家
た
ち
■の
難
船
.

「

中
立
的
な
経
済
組
織
と
し
て
国
独
資
を
と
. 

ら
え」

#

造
改
革
論
と
う
社
会
革
命
の
理
論
と
結
び
つ
け
て
、
T -
-和
的
移
行
論
の
基
礎
と
す
る

考
え
方
，.の
検
討
を
行
う
こ

と

で

、

国
家
資 

「

後
進
国
に
■お
け
る
国
家
資
本
主
義」

に
つ
い
て 

五

匕(

七
ニ
ー)



本
主
義
の
現
段
階
的
意
義
の
謹
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
。

.こ
の

ニ
ー
つ
は
共
に
、
す
で
に3

で
確
認
し
た
、.
讓
資
本
主
義
に
つ
い
て
の
古
$
 

的
な
又
体
系
的
：I

理
か
ら
出
た
見
解
で
あ

る

の
み
な
ら
ず
、
結
果
的
に
も
、
.''
-
-全

般

的

義

に

お

け

る

社

会

主

義

経

済

移

行

の

モ
.メ
ゾ

ト

響

 

に
よ
る

現
実
解
明
の
あ

や

ま

り

£

い
て
共
通
す
る

も
の
で
あ

る

か

ら

で
t

。
 

e

-

:

.一
九
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
ソ
ビ
エ
卜
の
経
済
理
論
家
の
中
で
は
、
国

家

顏

をも
..

っ
て
響
企
業
を
創
設
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
急
速
に
工
業 

化
を
達
成
し
よ
う
と
す
今
ア
ジ
ア
•

ア
フ
リ
ヵ
諸
国
の
方
策
が
、
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
準
備
し
、，
保
障
す
る
社
会
的
•
経
済
的
発
爆
程
で 

あ

り

半

植

民

を
I

し

植

民

溝
.

半
封
建
的
な
経
済
か
ら
、
成
熟
し
た
資
本
主
義
の
段
階
を
通
ら
な
い
で
社
会
主
義
経
済
に
進
み
う
る
鍾 

て
t

、
-
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
資
產
義
が
歴
史
的
に
果
す
は
ず
で
あ
っ
た
社
会
の
物
質
的
基
礎
、
.社
会
的
様
式
が
短

期

間

に

充

足

せ

し
め
ら
ん 

る

と

V

考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
後
進
国
の
国
家
資
本
主
義(

=

非
資
本
產
的
発
展
の
道)

は
、「

帝
国
主
義
に
反
対
卜 

(

⑩

向
を
と
っ
で
-
"
て
低
麗
国
に
お
け
る
外
国
独
占
資
本
の
支
配
の
経
済
的
な
根
源
：を
ほ
り
く
ず
す
.
と
い
う
点
で
、

進
歩
的
な
現
象
で
も 

る」

と
い
う
定
式
化
と
な
り
、
国
家
セ
ク
タ—

の
積
極
的
•

進
歩
的
意
義
と
役
割
が
一
方
的
に
醫
さ
れ
た
。
更
に
，そ

れ

を
I

体
1

ノ
た 

ア

ソ

ボ

レ

フ

に

よ

れ

は「

民
主
勢
カ
の
管
理
下
に
あ
っ
て
経
済
生
活
全
体
に
決
定
的
影
響
を
与
ぇ
る
1'
©'

霖

か

霞

か

拿

-
塞

楚

と 

“

て
、
1

族
、民
主
国
家
の
わ
; <

内
、
で
、
、
、
濃

的

性

格

|

経
済
関
係
の
|

が
生
ま
れ
、
発
展
す
る」

。
す
な
わ
ち
、「

新
興
諸
国
の
国
;
部 

P

は
ま
た
社
含
義
的
特
徴
て
は
な
い
、が
.、
資
本
_

的
で
も
な
い
#'

徴
、
資
本
襄
を
通
ら
ず
に
社
含
義
の
物
質
的
•

技
術
的
基
礎
を
1
 

ダ
す
る
可
^
;
性
を
与
免
る
過
渡
的
特
徴
を
ま
す
ま
す
帯
び
て
い
.
る」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

I

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら「

民
族
民
主
国
家」

.
'に
あ
っ
て
も
、
国
家
権
力
I

礎
は
、
当
然
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

丨
ト
で
な

く
、半
封

建

的

，
，地

層

と

I

f

る

馨

ル

-

ョ
K

m

t

、
そ

誉

り

で

、

I

さ
.れ
て
い
る
の
S

產

霧

生

産

関

係

て
あ
る
，資
本
と
し
て
讓
し
、剰
余
価
値
を
う
む
国
営
企
業
と
し
て

•の

国
家
資
本
"

は
、
一
面
で
は
自
立
的
資

本

と

し
て
私

的

資

本

と
と

も

に
 

社
会
的
総
資
本
を
構
成
し
、
他
面
に
お
い
て
国
家
権
力
を
媒
介
と
し
て
私
的
資
本
で
は
困

難
I

業

の

代

行

(

と
く
I

蓮

な

、
不
等
価
交
換
を

も

ふ

く
む
資
本
の
生
成
と
霧)

価
格
政
策
を
通
じ
た
剰
余
価
値
の
分
配
が
え

、
融
資
利
用
に
よ
る

損
失
の
保

障

、
外
資
導
入
の
利

用

な

ど

、
資

本

に

対

す
る
体
制
的
補
強
の
役
割
を
果
す
と
い
う
機
能
を
も
ち
、

当
然
国
有
化
の
拡
大
に
よ
る
国
家
資
本
の
増
大
は
、
"

谿
賢
凇
於
"

か
か
か
^

わ
撝

す
る
こ
と
は
全
く
出
来
な
い
。
資
本
制
的
生
産
関
係
の
も
と
で
行
わ
れ
る
国
有
化
•

国
営
企
業
が
、
そ
れ
自
体
"

資
本
主
義
的
.で
も
な
い
特
徴
"

を
し
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
持
ち
う
る
の
か
.0
国
家
資
本
主
義
は
、
た
と
え
ば
そ
れ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
権
カ
の
も
と
に
お
い
て
"
制

限

さ

れ

，
，こ
资

本
主
義
"

と
し
て
機
能
す
る
時
さ
え
も
、
ま
さ
に
資
本
主
義
の
特
徴
を
捨
て
な
い
.
.の
で
あ
る(

㈠

参
照)

。
こ
の
論
旨
の
、
"
非
資
本
主
義
的
性
格

の
趣
礎
は
第
二
次
大
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
•
政
治
的
独
立(

=
「

民
族
民
主
国
家J)

を
か
か
げ
て
経
済
自
立
に
ふ
み
き
っ
た
土
着
資
本
と
し
て

の
〃
民
族
資
本
"

が
、
国
家
資
本
の
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
国
営
部
門
の
披
大
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
，こ
よ
う
に
ブ
ル

ジ

ョ
1

.
権
力
の
下
資
本
主
義
璧
産
関
係
を
前
提
と
し
て
お
り
、
従

0

て
内
在
的
に
、
■外
国
資
本
と
矛
盾
対
立
.す
る
自
立
的
侧
面
の
外
に
、
い
わ
ゆ
る

全
般
的
危
徵
第
三
段
階
に
お
け
る
金
副
資
本
の
総
運
動
の
一
環
の
.中
に
く
み
こ
ま
れ
、
機
能
し
う
る
従
属
的
侧
面
を
本
来
的
に
持
っ
て

、，る
。
し

た
が
っ
て「

ィ
ン
ド
の
よ
う
に
国
営
部
門
が
資
本
主
義
構
造
に
.
包
含
さ
れ
、
民
族
ブ
ル
ジ

ョ
ァ
ジ
ー
に
よ
っ
て
利
己
的
に
利
用
さ
k

る
#

合

」

(

ソ
ボ
レ
フ
.の
い
う
例
外
ヶ
I

ス)

、「

経
済
的
独
立
の
■
盤
で
あ
る
は
ず
の
国
営
セ
ク
タ
I

が

新

し

い

経

済

的

従

属

の

媒

体

と

な

る

場

合」
(

ロ
ス
ト
ゥ

の
開
発
I

)

、「

新
植
民
地
主
義
と
の
妥
協
の
産
物
と
な
る
場
合
/

は
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、.
む
し
ろ
本
命
と
も
い
う
べ
き
道
す
じ
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
民
族
資
本
な
る
も
の
の
、
理
論
的
に
あ
い
ま
い
な
規
定
の
欠
陥
が
同
様
な
国
家
^
;
本
の
衣
を
ま
と
っ
て
現
わ
れ
出
た
と
も
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
後
進
国
の「

国
囊
本
主
義」

は
資
本
主
義
の
い
わ
ゆ
る
全
般
的
危
機
第
三
段
階
に
お
け
る
新
植

民

地

政

策

に

照

応

す

る
、
資
本 

主
義
的
発
展
.の
一
過
程
で
あ
る
。

.

n

こ
の
非
資
本
主
義
的
発
展
説
の
主
要
な
他
の
特
徴
は(

余
り
討
議
さ
れ
な
い
が)

、
"

植
民
地
な
い
し
、

半
植
民
地
的
.

.
半
封
建
的
経
済
か
ら
. 

資
本
義
段
階
を
通
ら
ず
に
、

あ
.る
い
は
成
熟
し
た
産
業
資
本
主
義
の
段
階
を
へ
な
い
で
、

社
会
主
義
に
進
む
"

過
程
と
.
し
て
、

こ
め
国
象
資 

本
義
を
措
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、.
経
済
の
自
立
化
を
前
提
と
し
た
資
本
の
集
中
.

集
積
、
生
産
組
織
の
大
規
模
•

機
械
化
、
社
会
的
. 

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義」

に
つ
い
て 

五

九(

七
ニ

三

)



分
業
の
進
展
、:
プ
ロ
レ
：タ
”

.ァ
丨
ト
の

形
成
な

ど
、
資
產
義
が
歴
史
的
に
果
し
う
べ
き

、
社
童

義

の

物

質

聖

礎

を

： 「

短

期

間

に」

形
成
す 

る
と
す
る
し
力
し
そ
れ
は

/

社
会
主
義
へ
の
移
行
肇
備
し
'

保
障
f

社
会
的
.•経
済
的
発
展
過

程
〃
、
.
.
と
じ
て
な
す
の
で

、
社
会
主
義
建 

設

(

プ
ロ
レ
タ
リ
；：ア
政
権
確
立
後
の
、
，
社

会

產

経

済

の
.過
渡
期
に
お
け
る)

と
し
て
で 

フ

こ
の
立
論
は1:
一：つ
の
点
で
誤
り
で
あ
る
。
第
一
は
、
植
民
地
又
は
半
植
民
地
経
済
が
、
自
立
し
た
成
熟
し
た
資
本
主
麗
展
を
通
ら
ず
に
、
あ 

る
い
は
産
業
資
本
主
義
‘
.独
占
資
本
の
露
を
へ
な
い
で
社
会
主
義
饔
に
移
行
し
う
る
の
は
、
非
資
本
主
義
篇
展
と
称
せ
ら
れ
る
後
進
諸
国 

の
国
営
窗
厂
の
拡
大
之
'

う
.

プ

，
ル

ジ

：
ョ

ア

的

権

カ

の

下

、

'
.資
本
主
義
的
生
産
_

係
を
前
提
と
.
し
た
、
：务
か
か
&>

会
き
^'

取
0>
.^'

心

〈

断
じ
て 

質
的
変
化
の
お
こ
り
I

い〉

に
よ
る
の
で
.は
.な
く
て
、
資

本

義
.の
全
般
的
危
機
の
深
化
に

よ
I

融
資
本
交
配
の

新
た
.な
状
況
が
、
当

菌

に

お

け

る

塞

矛

盾

を

麗

粜

な

い

ま

露

強

め

る

：か
ら
で
f

、

体
制
と
し
て
支
配
的
な
履
独
占
資
本
主
蒙

、

_

的
に
社
含
義
移
行

.
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
中
で
、
個
別
的
に
、：.
国
営
部
門
の
拡
大
が
、
移
行
の
場
と
な
り
”

る
、
と
V

う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
行
の 

エ
ネ
ル
ギ
丨
と
モ
メ 

N

ト
を
、
全
く
そ
こ
に
求
め
る
,J.

と
は
出
来
ず
、
ま
さ
に
移
行
は
そ
の
必
然
性
の
系
譜
^
こ
そ
分
析
の
基
礎
を
見
出
さ
ね
ば 

な■
らなしインドは

1

力
五
八
年
末
ま
で
に
、
国
有
•

国
営
企
業
は
、■

鉄
道
、
郵
便
、
嘉

車

輸

送

、
鉱

山

、
質
易
な
ど
に
き
わ
め
て
支
配
的
と 

な
り
、
中
央
政
府
管
轄
下
の
.巨
大
会
社
に
お
け
るI

!

家
投
資
量
は(

国
家
所
有
株
式
の
比
率)

ニ
一
、
三
を
除
い
て
一
.
〇
〇
％
で
あ
り
、
又
国
家
企
業
の 

資
産
は一

九
五
一
年
一
.一
一
月
末
よ
り
一
九
六
一
年
の
間
崖
尝
倍
に
増
加
ぽ
。
イ
ン
ド
帝
雇
行
の
国
有
化
を
て
こ
、と
し
た
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る 

国
費
本
主
義
経
済
の
発
展
と
国
営
部
門
の
.強
化
坑
太
は
、
し
か
し
裏
の
理
論
的
意
味
で
の
社
塗
隱
済
へ
の
移
行
を
決
し
て
実
現
し
.な
か 

っ
た
し
、
又
そ
の
場
と
も
な
り
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、：
周
知
の
如
く
、

一.

九
五
六
年
の
余
剰
農
産
物
協
定
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
援
助
以 

後
の
金
融
•
商
品
援
助
を
て
こ
と
し
て
、I

投
資
額
に
よ
っ
て
で
は
な
べ
、
そ
の
投
資
メ
カ
5

ア
メ
リ
カ
資
本
の
進
出
と
、
 

そ
の
！
！家
資
本
襄
を
支
え
る
イ
ン
ド
大
ブ
ル
ジ

ョ

ナ

ジ

丨

の

利
害
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

.買

弁
化

し

、

〃
独
占
的
な
官
僚
資

本

化
"

し 

た
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
従
つ
て
、
ィ

ン

ド

の

国

家

資

本

主

義

は

急

激
+に

新

植

民

地

政

策

実

現

の

場

に

転

化

し

っ

っ

ぁ

り

、
他

方

、

大

量

の

ア

メ
リ
力

農
産
物
の
8

は
イ
ン
ド

農
産
物
市
場
を
破
滅
的
に
追
い
こ
み
、

.農
業
へ
の
投

資

が
途

絶

さ

れ

、

農

業

停

滞

、

農

業

所

得

を

引

下

げ

、

*

 

困

食

糧

危
機
の1

衛
環
の
中
に
、
新
た
な
対
立C

農
民
と
土
地
所
有
者
、
農
民
と
生
産
財
提
供
者
で
、
農
産
實

上

者

と
同
時
に

ア
メ
リ
ヵ
'
農
産
物
買

す

• 

供
給
者
と
し
て
§

家
。
そ
S

力
の
基
盤
は
独
占
的
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I)

.
を
ひ
き
お
こ
し
、

恰
か
も
一
九
三
o

年
代
の
中
国
農
村
恐
慌
期
に
も
比
す 

べ
き
矛
盾
が
育

成

さ

れ

.つ
ら
あ
る
。
原
料
輸
入
と
し
て
の
ア
メ
リ
ヵ

.へ
の
依
存
度
は
機
械
•
.化
学
工
業
な
、ど
三
〇

〜

五
〇

％
と

さ

え

い

わ

れ

る

と 

い
ぅ
。
簾
資
本
の
増
大
、
国
営
部
門Q

拡
大
は
'
決
し
て
そ
れ
だ
.け
で
は
何
も
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
過

程

を

：い
み
し
な
い
。
生
産
諸
手
段
の 

社
会
化
に
よ
る
、
，
苒
生
産
構
造
め
変
革
へ
の
モ
メ
ン
ト
が

そ
.の
こ
と

か
ら
は
全
く
な
い
こ
と

も
ま
さ

に

明

白

で

あ

る

。

又
第
一
.一
点
と
し
て
そ
れ
ヵ
驚
地
な
し
し
半
植
民
地
名
済
で
あ
る
か
ぎ

り

、
封
建
的
又
は
そ
れ
以
前
の
現
地
経
済
の
霜
を
呈
し
て
い
て

も

そ

れ

は

.
富

義

霧

崖

っ

た

資

本

主

義

世

界

惠

の

扇

と

し
T

.、

最
終
的
に
は
資
本
の
篇
餐
か
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら

な
V

従
っ
て
資
本
主
義
経
済
を
通
じ
な
い
で
、
国
家
資
本
主
義=

非
資
本
議
的
発
展
が
、
.
社
会
主
義
経
済
を
準
備
す
る
等
と
V

べ
き
で 

.

な
く
'

そ
の
国
屋
済
が
自
立
的
に
、
：十
分
に

_

讀

•,
»

本

襄

を

農

、

成
熟
•
発
展
せ
し
め
え
な
か
っ
た
た
め
に
残
存
す
る
前
資
本
主
義 

的
な
幾
多
の
諸
雲
に
も
拘
ら
ず
、
新
植
民
地
主
義
と
呼
ば
れ
る
、
.帝
国
豪
の
新
し
.い
支
配
形
態
が
、：
一
方
I

.い

て

後

進

国

の

土

着

資

本

の
 

資
本
主
義
的
発
展
の
一
形
態
と
し
て
国
家
資
本
主
義
の
形
態
|

ら
せ
、
他
方
に
お
い
て
社
会
主
義
馨
移
行
の
条
件
を
全
般
的
に
醸

成

す

る
と 

考
え
る
べ
き
て
あ
る
。
こ
の
全
般
的
產
の
深
化
の
中
で
、
対
外
的

V

国
内
的
諸
矛
盾
が
移
行
の
必
然
性
を
現

出

し

、

そ
の
中
で
形
產
立
し
え 

た
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
输
が
、
塵

撃

段

の

社

会

化

、
全
人
民
的
所
有=

国
有
化
を
背
景
に
社
会
主
義
経
済
建
設
を
開
始
す
る
。
そ
れ
が
弱
き
環 

の
豪
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
.〈

こ
I

合
お
く
れ
た
前
資
產
義
的
要
素(

特
I

業

)

を
も

1

半
植
民
地
的
簾
に
.
お
い
て
へ
m

東

か〉

、
 

そ
の
移
行
の
条
件
は
、
国
家
資
本
主
義
の
進
展
度—

国
家
資
本
の
増
大
、
.

1

企
業
の
.f

l

、'

或
い
8

社
会
的
生

産
力
の

高
さ
、

段

階(

ッ
ィ
丨
シ
ャ
ン

ク
流
に

い
ぅ)

で

も

全
く
な
い
：。

社

会

主

義
移

行
の

条
件
は
、

個
別
的
な
、
■所
謂
社
会
主
義
の 

"

物
質
的
基
礎
"
、
'社
会
的
資
本
の
集
中
•

集
積
I

の

蕾

で
は
な
く
、
又
そ
れ
ら
は
過
渡
期
と
し

て

の「

国

家

資

本

主

義」

.
に
お
い
.て
社
会
主

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義」

に
つ
い
て 

’

S

一.

七



六
ニ 

c

七
ニ
六)

義
移
行
前
夜
に
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
.で
も
な
く
、
‘ 

.社
会
主
義
経
済
建
設
過
程(

プ
ロ
政
権
確
立
後
に
お
け
る
、
社
会
主
義
経
済
開
始
後
の
国 

家
資
本
主
義)

で
も
.補
い
充
足
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

' 

そ

の

"物

質

聖

礎
"

は
む
し
ろ
社
会
主
義
建
設
過
程
の
.再
生
産
構
造
の
特
殊
規
定
的 

要
因
と
し
て
、
後
進
国
か
ら
移
行
し
つ
つ
あ
る
、
現
段
階
の
社
会
主
義
経
済
建
設
の
.

〃一
.

般
的
"
課
題
で
あ
ろ
う
0

こ
こ
に
、

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主 

義
経
済
学
の
、
又
社
会
主
義
馨
成
立
峯
の
、
.
社
会
主
義
経
済
第
一
段
階
の
性
格
規
定
を
め
ぐ
る
独
自
性
に
つ
い
て
の
共
通
性
‘

中
国
の
i

期
理
論
と
の
差
別
性
を
、
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
。

. 

•
+ 

-

* 

- 

- 

.

(

1)
A
.
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1
9
500

石
堂
清
倫
訳「

移
行
形
態
論——
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
I

」

一.
.九
六
〇
年
、
合
同
出
版
社
。
：

...'ノ 

. 

•

「

社
童
肇
命
の
平
和
的
発
展
の
諸
問
題」

(「

讓
資
料」

第
.壬
ハ
号)

、「

資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
.い
く
つ
か
の
形
態
に

つ
い
て

」
(「

世

界

政 

治
資
料」

第
二
号)

、「

民
族
民
主
主
義
の
諸
問
題」

(「

平
和
と
社
会
主
義
の
諸
問
題」

誌
、
日
本
語
版
、

一
九
六
三
年

二
月
S

。

岡

倉

惠

郎「

民
族
民
I

命
の
現
段
階
と
壽
の
課
題」

(
『

A
 
• 
A
 

/

L

Aと
新
植
民
地
主
義』

一
四
六〜

一
四
八
頁)

に
お
け
る
、「

非
資
本
主
義
的 

多
展」

論
社
半
の
論
旨
に
全
く
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
.こ
こ
.
で
は
、.
.当
面
の
分
析
に
重
点
を
お
き
.、
か
つ
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、」

<c

ぜ
、
ソ
g
 

t

フ
に
代
S

れ
る
見
解
が
、

一
見
た
だ
ち
に
矛
盾
を
露
呈
し
そ
い
る
か
、に
見
え
る
、
後
進
国
経
済
の
"

4
裏

_

鍫

艮

ル

会
4

^

髮

6

ま

を

準 

.

.
侦
す
る
"

と
い
う
論
理
を
主
張
す
る
に
至
る
か
、
と
い
う
、
移
行
論
S

理
構
造
か
ら
の
内
在
的
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
論
證
誤
り
は
す
で
に
本 

文
に&

ら
ヵ
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
.售
の
生
ず
る
基
盤
.は
取
上
げ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
前
稿「

社
盡
義
経
済
移
行
の
物 

質
I

礎
と
しK

Q

层
独
占
資
本
主
義
の
概
念—

社
会
8

経
I

?

お
け
る
後
進
国
型
と
そq

中
国
的
展
開
⑵—

」

で
扱
っ
た
.
よ
う
に
、.現
段
皆 

に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
移
行
論
の
最
も
中
心
的
麗
は
、
レ_

ニ
ン
が
言
っ
た
よ
う
な
、
社
会
襄
と
の
間
に
も
は
や
何
も
存
在
し
な
い
唯
一
の
入
口
、̂
 

の
物
質
的
基
礎
と
し
て
の
！！
家
独
占
資
本
主
義
の
当
該
国
民
経
済
に
お
け
る
成
立
•

発
展
が
、
移
行
の
た
め
の
唯
一
無
二
の
前
提
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
現
実 

.

を
ど
の
よ
う
に
発
展
的
に
解
明
し
、
移
行
条
件
の
成
熟
を
麗
す
べ
き
か
と
い
う
ど
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
論
理
が
そ
の
い
く
つ
か
の
側
面
の
一
つ
の
〃
解
答
，

U

示

た

t

ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
移
行
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

つ
と
に
レ
丨
ニ
ン
自
身
が
、
帝
国
主
義
論
で
、
古
典
的
理
論
を
発
展
さ
せ

て

資

本

產

の
5

等

的

震

患
Q

s

_

i

に
お
け
る
驚
地
棄
Q

i

が
、
讓

独
S

產
蒙
す
で
に
早
く
議
し
た
先
議
国
よ
り

も
’

恐
慌
と
戦
#

I

介
と
し
て
お
く
れ
た
諸
国
に
社
会
主
義
移
行
の
現
実
的
基
盤
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
|

、
。

「

国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
.社
会
主
義
の
た
め
の
も
つ
と
も
完
全
な
物
質
的
準
備
で
あ
り
、
見
童
義
の
入
口
で
あ
り
、
そ
れ
と
社
会
主
義
と
名
づ
け
ら
k

る

段
?

^

ぃ

の

一

段

で

ぁ
る」

？

？

_

」

第
二
,

'

ニ

六

；

)

。「

そ
れ
は
資
本
主

頁)

。「

帝
国
|

の
1

っ
"

ほ

#

バ
1

ロ
レ
タ
リ
ァ
{

の
.独
裁
と
い
ぅ
条
件
の
.下
で
.

」
「

直
接
に
社
会
主
義
へ
と
移
行
す
る」

(

同
一
四
一
一

っ
て
、
民
I

抑
田
こ
c

u

lf
f

l̂
;r
そ
れ
力
も
っ
と
も
ぉ
く
れ
た
諸
国
に
ぉ
ぃ
て
資
本
主
義
の
発
展
を
は
ゃ
め
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
こ
ょ 

h
 

i

的

抑

ほ

、た
V

す
る
闘
争
を
拡
大
し
、
激
化
さ
せ
る
点
で
あ
る

」
(

.レ

丨

ム

ン「

社
会
主
義
と
戦
争

」
)

。

‘ 

S

 

-
ょ

突i
"
”

は
;
.

^

;

^

理
I

I

資

產

I

f

の
と
し
て
震
さ
せ
た
。「
資
本
戦
線
は
ど
こ
で 

る
。
•：
•
：
資
1

線
を
突
破
し
こ『

、

る

と

こ
ろ
で
は
な
い
。
.資
本
戦
線
は
帝
国
主
義
の
鎖
が
.弱
い
と
こ
ろ
で
断
ち
き
ら
れ

.

y

る

i
恥

•

(

拙
矿

の
|^
|§
む

|^
^

1ピ
11
:
:
;
@̂1
だ

1
£|
1
集
権
ヵ
従
属
説
を
検
討
し
、
世
界
経
済
体
制
£

け
る
国
產

|

_

顯

_

議

f

歷

に

て

は

っ

と

に

雪

一

氏

が

紹

介

さ

れ

、
宇

高

零

：和

懸

ー

H

生
産
力
^

^

 

u

 

ノ 
t

yr
t

i

こ

一、国U
経
済
と
し
て
き
わ
め
て
後
進
的
色
彩
が
強
く
、
社
会
的
資
本
の
集
中•

襲

f

 
く
な
く
、
社
会
的 

ベ
て…

f

、

、

f

t

产

汉

し

て

，
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
"
：
に
到
達
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
、

従
っ
て
そ
の
す

勵

 

讓

 

■

.ぅ
呼
I

I

の
物
i

p

会
r

の 

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義」

に
つ
い
て

六

三

(

七
ニ
七)



社
会
化」

.を
何
ら
果
す
こ
と
な
く
、
社
会
主
義
経
済
を
迎
え
、
.
プ
ロ
政
権
確
立
、

-?
±
会
主
義
経
済
成
立
.
•
.建
設
過
程
で
.、
前
資
本
主
義
的
•
資
本
主
義
的
ゥ
タ 

1
フ
ー
ド
-:(

い
わ
ゆ
.る
五
つ
の
ゥ
ク
ラ
ー
ド)

を
並
存
さ
せ
つ
つ
> 

そ
.の
段
階
で
、；，重
エ
ー
業
優
先
政
策
と
農
業
奨
励
政
.策
，を
統
ー
.
し
た
、
計
画
的
近
代
化
に
よ
る 

資
本
蓄
積
方
式
：に
よ
'っ
て
実
現
-L
,、

又

実

現

し

，
つ

っ
ぁ
名
。
と
れ
を
何
と
考
え
る
か
。
，こ
れ
で
は
、.，国
独
資
の
、
社
会
主
義
移
行
の
物
質
的
準
備
と
い
う
役
割 

.か
個
別
具
体
的
に
は
有
名
無
実
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
.な
く
な
り
：
そ
れ
が
、
産
業
資
本
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ff
本
主
義
の
自
At
-
^J
発 

展
を
十
全
に
実
現
し
え
な
か
.
っ
，た
.後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
の
拡
大
.に
ブ
.社
会
主
義
で
%

資
本
主
義
：で
'も
な
い
"
非
資
本
主
義
的
発
展
"

を
み
さ
せ
、
 

国
営
留
門
の
'発
展
を
場
と
し
'て
社
会
主
義
経
済
移
行
：の
物
質
的
基
礎
形
成
と
.レ
て
措
定
し
よ
う
と
し
■た
.ソ
ボ
'_レ
'フ
的
見
解
発
生
の
、_
現
段
階
的
意
味
が
あ
る 

と
考
え
ら
れ
る(

し
か
し
こ
.れ
は
そ
の
点
で
も
後
述
す
る
よ
'う
.に
誤
り
で
あ
る)

。，

そ
し
て
、
古
典
的
論
理
の
観
念
的
論
争
を
現
実
が
追
い
こ
し
、
現
存
す
る 

社

童

讀

済

の

す

.ベ
て
が
、
"
海
の
よ
う
に
存
'在
し
、
，毎
日
資
本
主
義
を
う
み
だ
し
て
い
る
小
農
民
経
営
.〈

前
資
本
主
義
的〉

"
を
社
会
主
義
的
集
団
的
企
業 

に
組
織
し
う
る
か
否
か
.に
建
設
の
.成
否
を
か
け
る
よ
う
な
初
期
を
も
た
ね
.ば
な
ら
.な
か
0
た
こ
と
、.
換
言
す
れ
ば
-o
形
式
的
.に

は

生

産

諸

：
手

段

.
の

社

会

匕
、；

A

大 

，部
分
実
現
し
、;'
:
.社
会
主
義
的
再
生
産
軌
道
が
確
立
し
た
か
に
見
え
る
に
至
る(

，一:九
.
1ニ
五
.年
，
ソ
ビ
エ
.ト
、

一
九
五
八
年
，中

導

を

も
、
そ
の
国
民
経
済
の
、
 

社
会
的
生
産
の
集
中
、.
資
金
の
集
積
度
が
小
さ
く
、：

社
会
主
義
的
経
済
計
画
.を
実
現
：し
、

担
う
に
足
る
'だ
け
の
.社
会
的
生
：產
カ
水
準
の
発
展
.を
み
な
い
う
ち 

は
，
生
産
構
造
、
流
通
機
構
自
体
に
も
、
そ
し
て
当
然
社
会
化
の
低
い
一
般
大
衆
の
意
識
に
も
、
小

私
有
小
経
営
的
技
術
体
系
の
残
存
、
消
費
構
造
の
変
化
と 

照
応
し
な
い
生
産
組
織
、
物
質
的
刺
激
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
生
産
性
向
上
の
；モ
メ
：ン
ト
と
個
人
利
得
の
結
合
な
ど
、
前
社
会
主
義
的
要
因
が
、
当
該
社
会
主 

義
経
済
建
設
の
法
則
性
に
内
在
的
に
作
用
し
て
来
う
る
。
近
来
中
国
を
き
び
し
：く
吹
き
ま
く
っ
て
，い
る
反
ィ
デ
才
；ロ
ギ
ー
闘
争
♦
整
風
の
基
键
、'1
度
期
の
理
=̂ 

と
資
本
主
義
復
活
論
争
の
論
理
的
背
景
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
：の

；"
事
態
"

に
対
す
る
中
«'
的
社
会
主
義
的
対
応
を
見
と
る
こ
と
が
で
き
る(

「

過
度
期
の
理
論 

に
つ
い
て」

I

一
九
六
五
年
秋
経
済
理
論
学
会
報
告一

V
に
つ
い
て
は
別
稿)

。

' 

, 

,

従

っ

て

I
I

独
資
が
歴
史
的
に
果
す
べ
き
社
会
的
生
産
の
集
中a

j
い

う

你

が

十

全

で

な

い

現

存

社

会

主

義

経

済

醫

内

に

お

け

る

、.藝

本

主

義 

的

•

資
本
主
義
的
要
因
の
残
存
の
社
会
化
が
、
プ
ロ
政
権
.の
社
会
主
義
経
済
確
立
後
に
お
い
て
も
か
く
の
如
き
困
難
、
.
階
級
的
対
立
を
生
ぜ
し
め
る
と
し
た 

ら
、
①
国
家
権
力
が
当
該
国
民
経
済
の
私
的
土
着
資
本
と
そ
れ
を
前
提
と
し
た
国
家
資
本
に
支
え
ら
れ
、,

V

②
外
国
資
本
と
の
利
害
の
共
通
点
も
持
ち
う
る
、
③ 

し
か
も
後
進
的
で
あ
れ
は
あ
る
'©
金
融
的
従
属
の
下
に
お
い
て
し
か
存
続
し
え
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
に
.あ
る
、：'
〃
民
族
•
民
主
国
家
"

機
構
の
中
で
、
即
時
；

S

 

に
非
独
占
資
本
の
所
有
と
し
て
の
国
有
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
民
に
と
っ
て
ひ
と
し
く
社
会
化
さ
れ
た
!J

^ ;
と
し
て
の
国
有
.
国
営
企
業
が
存
在
し
、
そ
の 

ま
ま
社
会
主
義
経
済
移
行
の
基
盤
と
な
る
こ
と
の
論
理
の
誤
謬
は
、
.
.ィ
ン
ド
の
実
例
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
は
唯
一
つ
、
国
家
資 

本
主
義
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
主
義
移
行
の
ア
ン
チ
•
テ
ー
ゼ
と
な
る
こ
と
で
.移
行
の
前
提
と
な
り
う
る
。，そ
れ
は
、
国
家
資
本
、
国
営
部
門
の
増
大
を 

媒
介
と
し
て
で
は
な
く
、
た
と
え
社
会
的
集
中
度
が
低
く
て
も
ぐ
そ
の
国
民
経
済
の
管
制
高
地
：を
に
ぎ
る
独
占
的
I

と
し
て
、
囯
営
部
門
が
存
在
し
、
諸
民 

間
資
本
を
支
配
し
つ
つ
、

国
家
を
総
資
本
家
と
し
て
た
ち
現
，わ
れ
さ
せ
、

国
内
的
.に
も
、

又
外
国
資
本
支
配
の
媒
体
と
，し
て
も
、
矛
盾
の
結
節
点
と
な
る
と

「

® t

家

本

的

I

、
社
会
主
義
的
社
会
化
を
実
現
し
う
る
"
物
資
的
基
礎
"

と
f

l

に
お
い
て
で
あ
る
。
 

、
国
I

本主
？

：！：

て
述
へ
た
よ
う
に
そ
れ
自
体
が
そ
れ
自
体
の
法
則
を
内
包
す
る
経
済
範
疇
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ

る

。
(

2)
「

ユ
丨
ゴ
丨
ス
ラ
ヴ—

ァ
の
社
会
主
義」

村
田
陽
. 一̂

, 

:

.グ
ミ
 

.
(

3
_

)
「

経

済

学

教

科

書

」

第

三

分

,

.

：

 

：

m
'
6

。
顿
山
芳
郎
、
加
藤
./
#

雄
、
牧

響
.ニ
、
杉

山

車
•

「

ァ
ジ
ァ
に
お
.
け
る
新
篇
地
主
義」

I

古
志
郎
、
蟥
山
芳
郎
編『

新
駕
地
主
義』

五
四〜

六
九

-
.
.
.

 

•
. 

. 

-

.

:

:

三
，「

中
立
的
な
経
済
組
織
•

国
家
資
本
主
義」

論

批

判

：

高
度
，̂
倉

し

た
.資
產
義
制
度
の
も
と
：■

け

る

I"

国

囊

本

義

」

"

、；
す
な
わ
ち
讀
独
占
資
本
主
義
は
、

'

「

生
産
力
の
社

会

化

の

発
要

が
要
求
し
た
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
新
し
い
形
態」

.
で

あ

り

、

：「

.か
か
る
新
し
；い
形
態
は
生
産
関
係
の
社

会

化

へ

の

『

適
応』

を

表
現
す
る
も
 

の
て
あ
り
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
.
い
っ
そ
う
社
会
的
な
形
態」

、「

帝

国

囊

的

生

膚

f
.新

た

な

一.
'段
階
に
ほ
‘
か
な
ら
^f

い 
1

}

と
し
た
の 

I I

タ
f

べ
東
领
の
ク
ノ

ト
•

ッ
ィ
パ
ッ
：ャ
シ
ク
で
ぁ
る
。，
社
会
主
義
経
済
移
行
と
.国
独
資
論
に
お
け
る
彼
の
理
論
の
位
置
づ
け
は
す
で
に
別 

稿
て
扱
っ
た
の
て
：こ
こ
で
は
袁
な
い
。，
又
彼
の
論
説
に
対
す
る
批
判
と
：し
て
は
、"r

国
家
独
由
資
本
主
義
を
規
定
す
る
も
の
は
私
的
"
資
本
主 

義
的
独
占
の
支
配
な
の
で
あ
り
、
国
家
独
占
資
產
義
は
、

.
I

に
、
社

会

主

義

を

要

求

す

る
高
い
^

.

で
f

力
せ
る
テ
：̂
の
必
要
力
ら
生
れ
た
も
の
と
し
て
、
私
的
独
占
に
よ
，っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
そ
の
特
定
の
歴
史
的
"

具
体

的

内
容
と
矛
菅 

に
f

て
あ
き
.？f

I
f

f

はf

ら
な
か
っ
た」

'
か
ら
、「

£

.

敷

か

f

?

と
も
進
ん
だ
形
態
で
あ
る
国
家
的
所
有
も
、
こ
う
し
た
基
礎
上 

.て
は
.

I

に
囊
上
の
総
独
占
資
本
に
よ
る
所
有
に
ほ
か
な
ら
ず
、
国
家
財
政
や
.国
家
信
用
な
ど
を
す
^

^
や
f

も
、
.
全
体
と
し
て
の
私
的
姻
|

利
潤
の
確
f

い
う
目
的
I

な
れ
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い」

。「

国

產

占

資

本

襄

へ
S

 

ハ
に
よ
.
'0
.

5 

:

資
本
主
義
的
崖
関
係
の
•枢
軸
を
な
す
資
本
と
貴
労
働
と
S

級
関
係
に
：な
ん
ら
本
質
的
な
変
化
は
あ
ら
わ
れ
な
い」

か
ら
、

「

後
進
I

I

家
資
本
主
義」

に
っ
ぃ
て
：

.

.

■

:

:

.

.六

五
I



■

',
:

、

.

六

六

(

七
三
〇)

'

-»

独
占
資
本
主
義
の
：国
家
独
占
資
本
主
義
，へ
の
成
長
転
化
は
、
け
.っ
し
そ
«

本
主
義
凳
展
段
階
め
変
^

で
は
な
く
て
、

独
占
本

の

利

益

に

な

る

よ
. 

ぅ

に

、：

生
產
•
流
通
‘
分
配
過
程
へ
国
家
を
ひ
き
'い
.れ

る

と

之
.：で
あ
.る
0

帝
国
主
義
の
：時
代
の
資
本
主
義
的
再
生
産
過
程
は
国
家
午
渉
な
し
に
は
考 

免
ら
れ
欢
い」

'0「

国
家
独
占
資
本
主
義
は
私
的
資
本
主
義
的
所
有
の
_本
性
令
_

^
 

っ
て」

、.
ひ
へ
っ
き
ょ
う「

国

家

独

占

資
本
主 

義
は
生
産
力
の
発
展
に
よ
っ

:̂
:

ひ
き

お
こ
さ

れ
た
、

社
^

主
義
へ
の
移
行
の
必
然
性
を
さ
し
し
め
す
客
観
的
傾
向
に
た
い
す
る

帝
国
主
義
的
反
動 

な

の

で

あ

る」

と

す

る
K

‘
ア
ルK

マ
ニ
ア
ン
の
主
張
が
、そ
の
妥
当
^
^
判
的
要

点

で

あ

っ

た

こ

と

も

す
で

に

述

べ

た

。

と
.
こ
：ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
好
る
べ
き
点
は
、
.'
.
.ッ
ィ
ー
シ
ャ
ン
：.ク
流
：

Q
「

技
術
的
進
费
に
照
応
し
：た
新
し
い
生
産
関
係
と
し
て
国
家
独
占
資
本 

主
義
を
^

握
し
よ
う
と
.す
る
試
み」

が
、「

国
家
.確
力
の
経
済
過
程
ベ
の
に
M

す
る
合
法
則
的
な
把
握
が
不
十
分
で
.あ
る
と
い
う
従
来
の
理
淪 

の
.
欠

陥
.^

た
く
み
に
衝
き
::

政
治
的
な
国
家
と
-'

経
済
的
众
国
家
.̂

を
分
離
し
て
把
握
し
.、
経
済
的
国
家
を
も
っ
ば
.ら
技
觀
の
進
歩
に
適
它
す
る 

経
済
組
織
と
し
て
.描
き
出
し
、.

こ
の
経
済
的
国
家
を
掌
握
し
.さ
え
す
れ
ば
、
政
治
的
国
家
、
' 

.
す
な
わ
ち
権
力
は
、
お
.の
ず
か
ら
労
働
者
の
手
中
に 

お
ち
る
と
考
え
る」

理
論
的
基
礎
を
提
供
し
た
点
で
.あ
る
。
,
'-

の
論
理
は
、
ま
：さ
に
、
国
家
'的
規
制
の
階
級
的
性
格
と
そ
れ
の
独
占
本
べ
の
従
属 

を
否
定
し
た
今
丨
ゴ
ー
ス
ラ
ダ
ィ
ア
の
共
産
主
義
者
同
盟
綱
領
め
論
旨
に
つ
な
が
る
。
:
こ
の
綱
領
で
は「

金
融
資
本
が
経
済
の
国
家
独
占
的
規
制 

に
訴
え
る
こ
と
を
よ
ぎ
，な
く
さ
れ
て
、
こ
の
規
制
を
自
己
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
的
所
有
め
強
固
化
と
拡
大
の
た
め
に
実
現
し
て
い 

る
事
実
を
否
定
し
、『

国
家
独
占
資
本
識』

の
•レ
丨
ニ
ン
主
義
的
力

一
ア
ゴ
リ
丨
を
否
定
し
、「

国
家
資
本
主
義」

の
用
語
を適

®::

す
る
こ
と
に
よ 

っ
て

、
現
代
の
国
家
的
規
制
の
階
級
的
内
容
を
骨
抜
き
に
し
て(

f

M」
と
の
批
判
が
あ
て
は
ま
る
べ
く
、

次
の
如
く
い
う
。「

資
本
主
義
世
界
に 

国
家
資
本
主
義
的
傾
_

.€
>

波
が
高
ま
っ
て
、
る
こ
と
は
、
人
類
が
、
.
た
ゆ
み
な
く
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
な
、：
異
っ
た
道
を
通
っ
て
、
社
会
主
義 

の
時
代
に
，
、社
会
主
義
七
社
会
主
義
的
関
係
と
が
ま
す
ま
す
全
人
類
の
日
常
生
活
の
内
容
と
方
法
と
に
な
る
時
代
に
ま
い
り

つ
、つ
あ
る
と
い
う
、

-
.
.

(

*̂
7)

も
っ

と
も
明
瞭
な
証

拠

で

あ

る」

.
と
。
.
こ
れ
は
、
事

実

土
の
総

独
占
資
本
の
所
有
と
し
て
の
国
有
、
そ

こ

か

ら

導

き

出

さ

れ

る(

ブ
ル

ジ
ョ
，ア
I

 

家
権
力
に

支
え
ら
れ
た)

国
家
的
規
制
の
す
ぐ
れ
て
階
級
的
性
格
を
、「

私
的
独
占
体
の
経
済
的
機

能

が

国

家

の

手

に

移

さ

れ

る

と

、新

し

い

『

f

の
馨
的
基
礎』

を
獲
得
す
る」

、「

中
立
的
な
経
済
組
織」

と
じ
て
と
ら
ぇ
、
_

家
独
占
資
本
主
義
を
_

蒙

な

@>4

裏

A
i
"
1
4

に 

解
消
し
て
現
段
階
に
お
け
る
平
和
移
行
論
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
.あ
ぶ
。
.
従
っ
，て
、
.
.い
：み
じ
く
も
そ
れ
は
、：.
す
で
に
：

Q
：

で
検
討
を
行
っ
た
、
ソ
ボ 

•

^

代
表
さ
れ
る
後
進
国
の
国
資
本
主
義
を
非
資
■本
主
義
的
発
展
と
措
定
し
、
国
家
資
本
の
契
と
国
営
企
業
部『
の
発
展
、A

、r
民
^
民 

窗
家
の
わ
く
内
で
過
渡
が
性
格
を
も
つ
経
済
.関
係
.の
発
展」

と
し
て
、
.
そ
の
.
.ま
ま
社
会
着
経
済
の
.物
質
的
.

技
術
的
基
礎
を
準
備
す
る
、
と 

す
る
考
务
と
共
通
す
る
基
盤
な
レ
し
.役-ifn

を
も
つ
こ
と
は
疑
ぅ
余
地
が
な
い
。，
こ
：こ
に
共
通
す
る
の
は
、
饔
議
に
干
渉
す
る
国
家
な
い 

L

国
家
権
ブ
の
ま
階
級
が
把
握
賢
本
主

■

済
の
枠
内
で
客
観
的
に
発
展
す
る
国
家
的
独
占
龍
.整
の
必
要
佐
の
"

観
念
的
"

認
識
；

——
ま
さ 

'に
レ
I

 

ニ
ゾ

の
国
家
独
占
資
本
主
義
分
析
視
角
と
は
対
比
的
な_

_

な
の
.
で
あ
る
。

.

こ

の

点

で

池

上

篤

の
、

K
 

•
ッ
ィ
丨
シ
ャ
ン
ク
の見
解
が
近
代
饔
学
に
た
つ
G
 

.
コ
ル
ム
の
主
張
と
！！
家
権
力Q

経
済
的
基
礎
と
の
関 

I

I

に
す
る
こ
と
に
よ
り
同
一
の
平
面
上
に
立
つ
に
至
る
こ
と
の
指
摘
は
興
味
深
い
◊

両
者
は
、

「

唐
力
の
発
展
に
適
応
し
た
饔
組 

織
と
し
て
政
府
部
門
の
拡
大
を
把
握
す
る」

点
で
：ー
致
し
、

.
政
府
部
門
の
拡
大
を
、「

生
産
力
の
発
展
に
と
っ
て
時
代
お
く
れ
に
な
っ
た
生
産
関 

係
を
国
家
権
力
と
そ
の
経
済
的
基
礎
を
つ
よ
め
て
強
力
的
に
維
持
す
る」

'
方
策
，

"生
産
力
の
発
展
に
対
す
る
不
適
応
の
産
物
"

と
み
る
立
場
と
基 

本
，-
.

ヶ
文
立
す
>

^

' w
-

1

' ^
る

又

更

^i

同
氏
は
.こ
の
思
考
が

W

, 
ロ
ス
ト
ゥ
の
、
経
済
成
長
.の
五
.
つ
の
段
階
の
.ぅ
ち
の
«-

ニ
.の
離
陸
に
お

い
て
、

.

^

.

1

 

r
 

s

 

J

^

「

資
本
蓄
積
の
前
提
条
件
を
つ
く
I

す
本
源
的
蓄
積
的
な
国
家
の
■経
済
的
力
能」

.
を
評
価
し
、
日
本
を：「

低
開
発
国」

近
代
化
.の
モ
デ
ル
I

 

き

つ

つ

「

投
資
率
が
.
つ
ね
に
実
質
的
に
、：
そ
し
て
明
ら
か
に
人
口
成
長
を
上
ま
わ
る
水
準
に
ま
で

上

昇

す

る」

離
陸
の
条
件
を
.充
た
す
役
割
を 

ひ
き
出
す
.
ロ
ス
ト
ゥ
に
よ
れ
は「

多
く
の
場
合
、.
民
間
投
資
に
有
利
な
環
境
は
、.
.政
府
.の
.保

護

下

に
か
な
り
猛
烈
な
資

本

形

成

を

お
.
こ
な
っ

た

の
ち
、
.■は

じ
め
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る」

か
ら
.
'■
低

麗

国

に
.お
け
る
.

「

国
家
資
本
主
義」

：を
f

 

t

i

v

そ
れ
を
経
済
成
長
の
手
段
と

し
て
：利
用
し
.よ
ぅ
と
す
る
わ
け
で
^'

る
。

.
：

：

'

.

.

. 

: 

■

.
 

.

.

. 

: 

" 

• 

- 

■ 

• 

- 

■

「

後

證

に

お

け

る

，国
家
資
本
主
義

」

に

つ

い

て

.
：

 

六

匕(

七
三
一



資

本

主

義

馨

の

危

機

を

「

資

本

主

義

の

全4

於

化
£

©'
、、6
:

£な
い
、

平

面

的

な

経

済

成

長

段

階

の
L

0'
i'
g:
4

'̂
'̂
か

、
 

勢

力

均

衡

に

お

け

る

力

の

較

差

の

変

化」

.
と
み
.な

す

こ

の

鐘

は

、

.一

方

で
"
危

機

解

消
"

.

巣

す

(

"
国

家

§

経

済

へ

の

積

極

的

介

入

"

の
役
割 

を
過
大
#

,

し

援

助

の

方

式

て

な

さ

れ

る

外

国

資

本

の

、
.
土

着

国

家

資

本

と

の

結

合
.

•

支
配
を
'美

化

•
擁

護

す

る

(

一
九
.五
六
年
以
後
の
、

ァ
メ
リ
力 

の
ィ
ン
ト
援
助
方
式
を
み
よ)

。
他

方

で

は

ノ

資

本

主

義

の

木

均

篇

展

と

既

述

の

層

独

占

資

本

主

義

成

立

の

メ

力

：ニ
ズ
ム
.の
.無

視

が

ら

、

先
進
国 

独

資

諸

国

の

旧

植

民

地

体

制

の

下

で

產

雲

本

の

：順

調

象

展

を

妨

げ

ら

6

た
め
に
、
残

存

す

る
半

封

建

的

土

地

所

有

‘
翦

的

商

人

資

老
 

介

在

が

農

業

部

門

の

蓄

積

を

阻

害

し

、

外

国

の

安

い

余

麗

産

物

輸

入

に

農

産

物

価

格

を一

方

的

に

引

下

げ

ら

れ

る

過

程

が

資

本

輸

出

市

場
I

 

.徴

的

I
工

業

部

門

弱

体

と

相

俟

つ

セ

形

成

す

る

、
：後

進

国

特

有

の

国

内

経

済

の

危

機

的
様

相

が

生

産

諸

手

段

I

会

化

と
麗

所

得

の

再
分
配 

を
指
向
す
る
ヴ
ヱ
ク
ト
ル

.

—

社

会

主

義

饔

移

行

の

必

然

性
I

を

み

と

め

さ

せ

ず

、

社

会

主

義

経

済

を

、

〃
近
代
化
を
実
現
す
る
組
織
化
に 

失

敗

し

た

場

合

に

過

渡

期

に

ふ

り

か

か

る

一

種

の

病

気
"

.
と

考

え

さ

せ

、

い

ず

れ

‘に
.せ
よ
、
慶

大

衆

消

費

へ

の

発

展

が

資

本

主

讀

済

へ

の

下
 

和

的

変

質

べ

お

し

す

す

め

る

こ

と

を

期

待

さ

せ

る

。

私
は
こ
の
ロ
ス
ト
ゥ
の
論
理
が
、
無
媒
介
的
に
池
上
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に「

多
く
の
修
正
主
義
的
な
後
進
国
麗
論
が0=

援
助』

に
よ
る
国 

有
化
部
ド
の
拡
大
に
よ
つ
て
漸
次
的
に
国
家
セ
ク
タ—

を
拡
大
し
、
' 
民

間

資

本

の

活

動

を

徐

々

に

抑

制

し

よ

う

と

す

る

主

張

と

究

極

的

に

は

.一
致 

ず
る
も
の
で
あ
ろ
う」

と
は
考
え
な
い
し
、，
以
上
の
：よ
う
な
考
察
を
深
め
る
過
程
な
し
に
、
ロ

ス
ト
ゥ
.理
論
の
本
質
が
、
.

「

生
産
力
の
発
展
さ
え 

確
保
: 1
.れ
ば
、、
ょ
B

し
ぃ
経
済
管
理
の
機
構
が
発
展
し
、
免
f

M

客

i
A '
む

岂

露

 

的
に
進
行
し
う
る」

と
論
断
す
べ
き
で
あ
る(

引
用
者
傍
点)

と
も
思
わ
な
い
が
、
池
上
氏
が
こ
の
ロ
ス
ト
.ゥ
理
論
分
析
と
、
.
経
済
成
長
論
に
お 

け
る
讓
の
役
割
を
位
置
づ
け
、
離
陸
時
の
後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
の
育
成
と
外
か
ら
の
利
用
、
高
度
大
衆
消
費
段
階
に
お
け
る
自

由

 

市
屢
構
で
は
達
成
せ
ら
れ
な
い
目
標
の
た
め
の
讓
権
カ
の
発
現
:.
*
い
わ
ゆ
る
福
祉
履
の
実
現
の
墜
と
し
て
、
層
独
占
資
奎
義
を
結 

実
す
る
資
奎
義
の
全
般
的
危
機
の
深
化
と
社
会
主
讀
済
移
行
の
現
実
的
条
件
の
成
熟
時

の

、
.
帝

国

主

義

側

が

ら

の

分

析

と

し

て

、

措

，

た
論
点
は
よ
く
評
価
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
.考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
国
独
資
分
析
に
お
け
る
ッ
ィ
丨
シ
.ャ
ン
ク
理

論
の
如

き

、

ユ
丨
ゴ
綱
領
のI

I

家
資
產
義
論
の
如
き
、
又
ソ
ボ
レ
フ
の
非
資
產
義
経
済
の
.発

展
I
.

如

き

は

、

驚

と

し

て

、
S

国
家
権
力
の
基
礎
の 

分
析
の
脱
落
I

い
は

中
立
的
謹
に
よ
り
、
ま

さ
I

.

コ
ル
i

「『

資
本
主
義
の
永
遠
の
.
発

展

と

い

う
大

百

的』
を
.前
提
と
し
.た
い
資
本 

主
義
的
国
家
政
策
の
維
持
•

強

化

と

い

う

、
.
資

本

議

の

現

発

展

段

階

に

適

応

せ

し

め
ら
れ
た」

璧

と

共

通
I

盤
を
も

つ

に
至
る
。
そ

し

て

 

そ
れ
は
更
に
お

し

す

す

め

ら

れ

れ

ば
、,

ス
ト
ゥ
の
成
長
経
済
学
に
.お
け
る
f

か
t

と
な
っ
て
、
中
立
組
織
•

福
祉
国
家
論
に
展
開
し
、
経

靈

に

お

U

階
級
矛
盾
•
社

塗

麗

済

移

行

の

モ
メ
ン
ト
は
全
く
消
去
す
る
ば
か
り
か
、
現
存
す
I

主

歷

済

の

資

產

義

経
済
へ
の
.
.平
和
的
変
質
"
ま
で
期
待
さ
.れ

る

こ

と

に

な

る

。

H

で
述
べ
た
尾
崎
彦
朔
氏
に
よ
：っ
.て
代
表
さ
れ
る
よ
う
：な
、
主
体
I

図
I

の
よ
う
な
//

消
去
"

を
全
く
持
た
な
い
後
進
国
の
i

資
本 

主

も

H

糸
は
.同
じ
で
あ
っ
て
そ
の
決
め
手
は
、
後
進
国
のI!

家
資
本
の
性

格

と

〃
民
族
資
本
"

の
論
理
の
把
握
に
あ
る
。
_
崎 

氏
は
、
第
ニ
次
大
戦
後
に
後
1

諸
国
|

ら
わ
れ
た「

国
家
資
本
主
義」

を

、

ナ

シ

ョ
.
ナ
リ
ズ
ム
に

押
出
さ
れ
た
政
治
的
独
立
、が
そ
の
基
盤
と
し 

て
経
済
I

化
を
要
求
し
、
帝
国
主
變
配
の
下
で
，
発
達
し
つ
つ
あ
る
資
本
塵
的
諸
関
係
に
よ
っ
.て
な
し
と
げ
ら
.れ

妄

な

ら
土

、4

|

 

1

的
発
展
と
そ
の
後
進
的
性
格
と
の
矛
f

.っ

"

民

族

属

の

,

の

た
め
に
は
、「

対
外
的
に
は
外
髪
配
に
対
す
る
政
治
雙
抗
、
対
内
的
に
は
住
民
の
基

本

部
分
が
住
む
農
村
•
農

業

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
内
市
場
を
拡
大
し
、
そ
の
基
礎
の
上
に
多
面
的
な
民
族
経
済
を
発
展
さ
せ
る
条
件
を
つ
く
り
出
.す」

.

.こ

と

が

"

不
可
欠
"
.で
あ
っ
て
、

r

当

F

の
P

題」

と

.
て

民

族
-门
場
と
し
て
国
内
市
場
を
開
発
し
W

民
の
生
活
水
準
を
引
き
上
げ
る
と
い
う

点」

に
•お
い

て

、(

国
家
の
要
求
は)

，
1

致
す
る
。
な
ぜ
な
ら「

未
成
熟
な
階
級
の
利
害
は
一
致
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
屋

V

5

ョ
ァ
ジ—

に
と
っ
て
は
、
資
本
義
的
蓄
潰
の
源
泉
の
，

豊

饒

化

を
i

者
に
と
っ
て
は
生
産
の
近
代
化
を
通
じ
て
生
活
水
準
の
向
上
を
、
小

盡

者
に
と
っ
て
は
経
営
の
近
代
化
を
通
^
^

市
場
と
の
.結
び
つ
き
を
可
能
と
す
る」

か
ら
で
あ

る

と

。

尾
崎
I

国
家
資
本
主
義
を
、「

国
有
財
産
に

基
礎
を
お

く

一
 

定
の
社
会
関
係
、
資
本 

「

後
證
に
お
け
る
隊
家
資
本
主
義」

に
.つ
い
て

六

九

(

七
三
：三)

.



ハ
.

'

,

.
 

:

.

.

マ
 

■ 

•
七
〇

(

七
三
四)

主
義
的
磐
有
制
の一

変

種』

：
：
と

し

て

正

：
し

く

蹇

し

、

：

「

し

.
た

が.0
て

讓

|

級

的

な

性

格

が

国

家

資

奎

義

の

基

本

的

性

格

を

蹇

す

る

」

と 

し

一

て、

：

'

独
占
ブ
：ル
ジ
ョ
ア
ジ
丨

の
国
家
権
力
め
下
に
あ

る

讓
資
本
主
義
A

プ
ロ
レ
.
タ
リ
テ
政
権
の
下
I

る
そ
れ
と
を
厳
密
に
区
別
さ
れ
て 

い
る
に
も
拘
ら
ず
、

.

な
ぜ
後
進
国
に
お
け
.，る
国
家
資
本
主
義
，を
、

'

_ 
^

咖
に
.

.

「

体

制

離

脱

の

媒

体」

と
措

定

し

、

「

勤

労

者

.
の
«

，.こ
な

階
級

的

1
 

導権
.：

を

創
出
す
る

可

能

性

を

培

う

経

済

的

基

礎

」

、「

労

讀

者

階

級
.に

よ

？
て

擁

護

さ

*
る」

「

離

脱

塞

礎
的

な

コ

丨

ス

を

埋

め

る
も

の

-
と
し

て
、
い
わ
ば
な
し
く
ず
：し
に
資
本
主
義
経
済
か
ら
社
会
主
義
経
済
へ
の
移
行
を
説
明
す
る
環
に
後
進
国
の
国
家
資
本
主
義
を
お
き
か
え
て
し
ま
っ

た

の

か

。

.

.

.

,

、

；

:

一

 

.

.

.

- 

■ 

/■
.■ 

...

そ
れ
は
：
尾
崎
氏
の 

'
 

こ
れ
ら
後
進
国
に
お
け
る
民
族
資
本
の
性
格
の
い
わ
ゆ
る
ニ
面
的
性
格
の
う
ち
、.
'対
外
的

(

反
帝)

対
内
的(

近
代
化
の

担
い
手)

と
い
.う
性
格
の
位
置
づ
け
と
、
.国
家
資
本
主
義
を
帝
国
主
義
支
配
の
下
で
の
.一

種

の

階

級

調

和

的

屋

体

制

と

し

て

、

世

界

資

奎

義

.

体
®
.力
ら
し
わ
ば
純
粋
培
養
し
た
論
理
を
抽
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
.
そ
れ
は
、
ゥ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
丨
の「

国
家
資
本
主
義
の
種
々
様
々
な
孩
態

は
'

そ
の
生
来
の
本
質
に
よ
っ
て
お
た
が
い
に
異
.っ
て
.い
る
の
で
は
な
い
。労
働
者
階
級
に
対
立
す
る
集
^

性
質
に
ぉ
レ
て
は 
' 

そ

れ

ら

は

原

則

的

に

同

一

の

タ

ィ

プ

.で
あ
.る
。
そ
れ
ら
の
間
の
•違
い
は
現
代
に
お
い
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
形
態(

フ
ォ 

丨
ム)

Q

ち
が
い
に
よ
る
L

と
の
.前
提
か
ら
出
発
し
た
い
わ
ゆ
る
四
分
化
説
に
対
す
る
尾
崎
氏
の
批
判
、
民
族
資
本
の
〃
進
歩
的
性
格
"

へ
の
不 

当
な
過
づ
評
伽
と
レ
う
不
満
に
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
後
進
囯
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
の
下
で
は
、
そ
れ
が
"
未
成
熟
の 

降
級
"

で
あ
石
力
故
に「

そ
の
利
害
は
.
一
致
し
て」

.
現
わ
れ
、「

資
本
主
義
企
業
に
と
っ
て
は
、
資
本
主
義
的
蓄
積
の
源
泉
の
豊
饒
化
を
、
労
働 

者
に
と
っ
て
は
生
産
の
近
代
化
を
通
じ
て
生
活
水
準
の
向
上
.を
、：
小
生
產
者
に
と
.っ
て
は
経
営
の
近
代
化
を
通
じ
て
開
か
れ
た
市
場
と
の
結
び
つ 

き
.を
可
能
と
す
る」

。
そ
れ
は
後
進
国
に
お
い
て
、「

資
本
主
義
的
生
蠢
係
の
中
で
最
も
社
会
的
に
高
次
の
生
產
係
で
あ
る
屋
資
本
主
義
が
、
 

指
導
的
地
位
を
保
障
さ
れ
れ
ば
、
.，(

そ
れ
は
讓
の
階
級
的
性
格
に
大
き
く
寒
す
る
が
'〈
そ
れ
は
ブ
ル
政
権
か
.プ
ロ
政
権
か
の
ち
が
'い
で
あ
る
べ
き
で
あ
る 

弓
用
者〉

)

そ
れ
は
国
の
他
の
経
済
ウ
ク
ラ
ハ
ト
に
対
す
る
支
配
的
な
立
場
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
.
ブ
ル
ジ
H

ア
ジ

I

の
获
長
を
と
も
な
わ

な
い
か(

？
引
用
者)

、
あ
る
い
は
そ
れ
を
凌
駕
す
る
形
に
お
い
て
労
雪
階
級
の
成
長
と
利
益
と
に
屢
的
に
結
び
つ
く 

(

！
引
用
者)

。
そ
の
よ 

う
な
形
で
育
成
さ
れ
た
労
働
者
階
級
は
、
自
ら
の
た
め
に
层
資
本
主
義
を
擁
護
発
展
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
' 
そ

し

て

嘉

主

髪

配

の

復 

萨
を
阻
止
し
国
屋
済
の
再
編
成
を
行
う」

と
。
そ

し

て「

こ
の
よ
.う
.な
機
能
を
東
す
国
家
資
本
主
義
の
発
展
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
起
さ 

れ
る
生
産
力
の
変
化
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
現
実
的
に
は4

敷

：̂

象

.

i

t

て
発
展
す
る
た
め
に
、
そ
こ
で
増
強
さ
れ
る
労
動
者
階
級 

P

国
家
と
の
関
係
は
よ
り
一
肩
雲
に
な
り
、
そ
の
質
は
い
わ
ゆ
る『

階
級
そ
れ
自
体』

.と
し
て
の
労
雪
で
は
な
く
て
、

マ
ル
ク
ス
が『

I

日j 

言』

で
い
う『

そ
れ
自
体
の
た
め
の』

'
階
級
ど
し
て
最
初
か
ら
形
成
さ
れ
る
。
官
僚
資
本
化
の
危
険
は
、
こ
の
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
の
た
め
の
階 

1

し
: 5
1

?

へ
ぺ
鴆
さ
れ
る
で
ぁ
ろ
う
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。

こ
の
ょ
う
な
、

経
済
基
礎
に
た
っ
国
家
は
i

n

M

 

組
織』

で
ぁ
.る

^
 

^
 

L
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

-
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て 

し
ま
っ
た

(

。.
点
尾
崎
氏
、
.■、.
点
引
用
者)

。

.

国
家
資
本
主
義
が
支
配
的
な
ゥ
タ
ラ
丨
ド
で
t

と
い
う
こ
と
と
、
国
家
権
力
が
本
質
的
に
ブ
ル
.ジ
ョ
ァ
ジ
丨
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
同
義 

語
で
あ
り
，
ゥ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
T

が
い
う
よ
う
に
、.
.そ
れ
は
ブ
ル
.ジ
ョ
ァ
国
家
.の
フ
r

 

㈠

で
述

■

ベ
た
よ
う
に
、
簾
資
本
主
義
は
そ
れ
自
体
墮
的
に
独
自
的
篇
を
内
包
す
る
，
範
疇
"

で
は
な
い
。：

従
っ
て
後
進
国
に
お
け
る
歴
史
ぬ
•
特 

殊
的
繁
件
の
下
で
、
ど
れ
程
反
帝
的
性
格
、：
政
治
的
翌
の
基
盤
を
も
っ
て
.い

る

こ

と

、

技

術

的

経

済

的

後

進

性

を

克

服

す

る

^

&

役

割

を
 

果
し
つ
つ
あ
っ
た
と
し
て
.も
、
そ
れ
は
、.
土
震
族
資
本
の
資
本
主
義
的
発
達
.
.を
通
じ
て
.
で
あ
.
っ
.，て
、
0

で
明
ら
か
に
'L

た
よ
う
に
資
本
主
幾 

の
揚
棄
過
程
に
あ
る
か
ち
で
は
な
.
い
。.
そ
の
ィ
ン
ド
に
お
け
る
独
占
化y

官
僚
資
本
化

も

、

す
で
に
.ふ
れ
た
よ
う
に
、
ソ
ボ
レ
フ
や
、

尾
崎
氏
の 

例
.タ
"
.
論
で
棚
上
げ
し
え
な
い
こ
，と
は
、
今
日
余
り
.に
.も
明
白
.で
I

。
こ
の
論
理
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
も
の
は
、
民
族
資

本

の

反

帝

的

1 

面

を

菌

し

、
そ
の
後
進
国
の
経
済
発
展
が
、
そ

の

民

族

資

本

の

屋

資

本

產

靈
.の
中
で
の
そ
れ
と
み
と
め
ら
れ
う
る
こ
と
か
ら
、

的 

に
資
本
主
義
の
も
つ
矛
盾
を
：見
落
し
、
舍
的
危
機
の
い
わ
I

證

段

階

の
.中
I

、
'
.
帝

国

主

義

的

従

属

の

新
し
い

形
態
を

.

よ

み

と

る
と

と

が

「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
1-
に
つ
い
て
： 

七

.



暴
な
い
た
め
に
、
そ
I

済
構
造
の
中
か
ら
現
わ
れ
る
矛
眉
の
結
節
点
、：
社
会
主
義
経
済
移
行
の(

モ
メ
.
ン
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
丨
と
を
全
く
看
遇
し

た
'と
こ
ろ
に
あ
る

。

.

.

7

' 

. 

.

.

.

. 

■
■

.
 

. 

-

:
崖

資
本
主
義
の
本
質
を
規
定
す
る
も
の
は
、
'
ま
さ
し
く
そ
の
国
家
資
本
の
畺
、
国
営
企
業
部
門
の
貧

•
.
契

の

大

い

さ

.で

は

な

く

、

そ

の

所
有
に
t

権
力
の
性
格
I

り
、
，そ
の
謹
に
た
っ
て
、
は
じ
め
て
：国
家
資
本
主
義
は
、
社
会
主
義
経
済
移
行
の
入

口

た

り

ぅ

る

。

現

在

中

国

の

費

、，I

の

1

環

と

し

て

批

书

さ

れ

て

レ

る

中

華

人

民

共

和

震

立

以

前

の

，
、

辺

区

に

お

.
け

る

根

拠

地

の

国

営

経

済

を

国

家

資

本

主

義

と

規
 

定
す
る
こ
と
の

■
誤
り
は
、
こ
の

.論
理
の
，逆
説
的
論
証
で
あ

.る

。

'

'

■

:
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1
1
9
5
7

,

玉U

良
典
訳「

国
家
独
占
資
本
主
義
の
若
干
の
理
論
問
題」

井
汲
卓」

編

『

履
独
占
資
本
主
義』

|

一
一
四

〜

三

五

頁

。

.

‘

て
i

l

塵

i

i

i

謹

證

I

簾

患

の

產

展

開

:

?)

宇

j

局

甚

輔

.

「

レ

丨

-
-ン

^
帝

国

襄

論

”
の

現

代

的

意

義

/

^
现

代

帝

国

主

義

の

理

論

と

構

造

卜

ニ

六

言

下

。

)

ノ
人
マ

'

ァ
、

レ
ニ
ン
と
国
家
独
占
資
本
主
義」

佐
藤
昇
編『

国
家
独
占
資
本
主
義
と
経
済
循
環』

六〜

ニ
四
頁
。

.

(

5)

.
池
上
惇
.『

国
家
独
占
資
本
主
義
論』

五
頁
。
. 

.

.
貝

(

6)

ャ
.
•
ァ
•

。へ
ヴ
ズ
ネ
ル
、
平
館
利
雄
訳
.『

日

本

国

家

独

占

資

本

主

義

分

析

』

.
一
八頁
。
：
：

(

7) 

■
村
田
陽
一
訳『

ユ
丨
ゴ
丨
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
社
塗
義』

ニ

九
頁

。

(

8)

池
上
惇
、
前
掲
書
、
八
五
頁
。

■ 

.

.

注
で
^

の
集f

,

や
1

占
の
成
1

ム
そ

.一
自
体
で
は
け
っ
し
て
つ
ね

に

、

か
ら
ど
ん
な
条
件
の
も
と
で
.で
も
、

国
家
独
占
資
本
主
義
の
成
長
を
も
た
ら
す
も

の
 

.

.る

i

歪
I

行
の
意
性
を
？

客
観
的
傾
向
に
た
い
す
る
反
動
I

家
措
置
.

独
占
体
が

I

I

属
さ
せ
て

I

的

資

本

の

重

■

程
に
ヒ

、

は

直

接

的

干

渉

の

機

能

裏

与

す

？
 

?

 
•

ア
ル
、

K

マ 

一一N

ン)

確

立

の

条

件

囊
I

る
こ
と
は
、
と
く
I

進
資
本
主
義
国
£

け

.
る

国

独

資

成

立

条
例
を
中
心
に
す
で
に
検
討
し
た(

前

掲「

社
会
義
経
済
移
行
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
議
の

概

念

」
)

。

そ
こ
で
大
内
力
氏
の
い
わ
f

フ

シ
ヵ
ル
ポ
リ
シ

丨
を
媒
介
と
す
る
国
馨
成
立
論
批
判
も
行
っ
た
が
、

大
内
氏
の「

1
1

家

独
占
資
本
主
義
の
塵
の
関
連
と
し
て
国
家
資
本
の
大
き
f

関
係
，
と

(

大
内
力「

国
家
独
占
資
本
主
義
論
ノ

-

ト

」

嘉
治
真
三
編『

独
占
資
本
の
研
究』

. 

一1
〇〜

ニ
三
頁)

と
の
主
張
に
つ
い
て
文
全
く
司
意
す

そ

.：
又
前
章
で
、
ィ
ン
ド
に
お
い
て
国
家
資
本
の
増
大
、
国
営
企
業
部
門
の
拡
大
発
展
が
全
く
社
会
主
義
経
済
へ
の
指
向
を
即
時
的
に
蒂
っ
て
、

』

.を
I

し
た
し
、

一
九
四
五
年
以
後
の
中
国
蔣
介
石
政
府
の
下
に
、
太
洋
戦
争
終
結
に
伴
ぅ
.日
独
伊
の
在
華
資
産
が
す
べ
て
没
収
さ
れ
、

一
挙
に
き
わ
め
て

大
誉
国
家
資
本
国
営
企
業
を
資
源
寶
会
の
下
に
統
か
つ
し
、成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
、
，
い
.•わ
ゆ
る
中
国
社

会

主

義

革

命

裏

の
"
買

弁

的
•
封

建

的

•
国

家
)̂

占
資
本
主
義
"

は
、
-
〃
政
府
を
中
国
第
一
の
経
雪
"

(

大
公
報)

と
し
て
い
る
が(

拙

稿「

社
塗
義
経
済
建
設
に
お
け
る
後
進
国
型
と
そ
の
中
国
的
展

辦
卜」

三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
.八
巻
第
三
号)

、

そ
れ
が
社
含
義
の
物
質
的
基
礎
を
形
成
し
た
と
同
時
に
、

即
時
的
に
社
会
主
義
移
行Q

な
し
く
ず
し
的

1

暴

と

；̂

し
て
な
ら
な
力
っ
た
崖
擊
段

Q

社
会
化
を
実
現
し
、
社
含

雲

済
を
樹
立
し
た
の
は
ま
さ
に

そ
の
物
質
的
階
級
■

盤

•
外
資
本
と

結
び
つ
い
た
賈
弁
的
•

官
僚
資
本(

独
占
資
本)

と
対
立
す
る
.

"

民
族
資
本
"

•

小
農
民
経
営
把i

窮
衆
で
あ
り
、
国
家
権
力
を
肇
す
る
こ
と
に
！
，
っ
て

実
現
し
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
社
会
主
義
建
設
期
'に
お
け
る
、

後
進
性
払
拭
過
程
の
暫
時
的
利
用
と
し
て
の1

1

家
資
本
主
義
企
業
•
経
済
の
採
用

も
、
社

会
的
総
資
本
の
社
会
化
、
生
産
•
流
f

門
の
社
会
唐
的
再
編
成
の
下
で
の
み
存
在
し
、
か
つ
び
っ
そ
く
し
ぅ
ベ
I

の
で
あ
っ
た
こ

i

す
で
こ
前

節

で
 

み
た
通
り
で
あ
る
。
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「

後
進
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義J

に
つ
い
て
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